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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、３日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

日程第１ きのうに○議長（馬場騎一君）

引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

４番加澤明議員の登壇を願います。

４番、市民クラブの○４番（加澤 明君）

加澤明です。通告に従いまして、３件質問さ

せていただきますが、議長のお許しをいただ

き、所信のあいさつを述べさせていただきま

す。

３月の選挙では、市民の皆様にたくさんの

御支援を承り初当選させていただきました。

本当にありがとうございました。この壇上に

立って、自身の責任の重大さを改めて感じる

ところであります。

私は、今後の議員生活の中で、多くの市民

の声に耳を傾けながら、できる限り市民の声

を行政に届けられるよう、また、三沢は私の

ふるさとと誇れるまちづくりを目指し、市民

と行政とともに努力したいと思います。

そのためにも、新人議員の私に、種市市長

様をはじめとする執行部の皆様、先輩議員の

皆様方には、御指導のほどをよろしくお願い

申し上げます。

さて、質問に移らせていただきます。

１点目、病院問題ですが、市民の関心と期

待を受けて病院建設が始まりました。しか

し、開始前には、建設用地の場所の問題が指

摘され、今度は、開始早々、特定建設工事共

同企業体・ＪＶの１社が倒産するという問題

が起こりました。市民はもとより、各業界の

方々も注視する中で質問いたします。

この会社が請け負っている金額が全体の何

％だったのか、その金額を含め、伺いたいと

思います。

また、このような状況になった場合、契約

上はどのようになっているのか、三沢市建設

業者工事施行能力審査などの審査に問題がな

かったのかを伺いたいと思います。

２点目、道路問題ですが、近年、幹線道

路、下水道が順調に整備される中、各町内会

の中には、いまだ側溝の１本も通っていない

道路があります。雨の日は水はけが悪く、子

供の通学時には歩きづらく、集会所などを利

用するときも、大変不便を強いられていま

す。各住民も半ばあきらめながら何年も待っ

ているのが現状です。住民の中には、雨水が

自宅のマンホールに流れ込んだり、大変生活

の上でも困っています。同じ三沢市民で、こ

のような地域格差があってはならないと思い

ます。

整備するに当たり、いろいろな問題がある

とは思いますが、側溝整備だけでもできるだ

け早急に整備してほしいと思いますが、行政

では、どのような整備計画があるのか、考え

を伺いたいと思います。

３点目、最後に、福祉問題ですが、日々、

ガソリン、灯油、また、生活に関する食品や

物などの値上がりがとまらない現状、本年度

もいろいろな負担が、年金生活の高齢者や生

活弱者にのしかかってきています。

特に、今の国の制度は、高齢者に多大な負

担をかけていると思います。

長年、三沢市で頑張ってきた高齢者の方々

のためにも、生活補助、例えば灯油の購入補

助などの対象者を広げて、昨年同様、本年度

も行う考えがあるのか、伺いたいと思いま

す。

以上、３点を質問させていただきます。

ただいまの４番加澤○議長（馬場騎一君）

明議員の質問に対する執行部の答弁を求めま

す。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

ただいまの加澤議員さんの御質問のうち、

道路問題については私から、そのほかにつき

ましては関係部長等からお答えをさせますの
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で、御了承いただきたいと思います。

それではまず、道路問題でありますけれど

も、市民生活に密着した生活道路の整備、特

に側溝の整備は、市民が快適に暮らしていく

上で大変重要であると考えているところであ

ります。

まず、側溝整備をするための最大の課題

は、側溝の雨水を最終的にどこに流すかとい

うことであろうと思います。流す場所がなけ

れば、道路に側溝を整備しても、側溝に雨水

がたまっているだけの状態になってしまうわ

けであります。

一例として、東岡三沢・堀口地区内の側溝

を整備する場合についてでありますが、(仮

称)堀口地区まちづくり事業として、まず全

体の基本的な計画を策定してから、側溝等整

備も含め検討し、実施に向けた作業を進める

ことになると考えております。

また、その他の地域にある市道について

も、最終的に流す場所や経路など、その実態

を調査し、整備が可能な地域については、特

定地域に偏ることのないように配慮した上

で、計画的な整備に努めてまいりたいと考え

ております。

いずれにいたしましても、近年、厳しい財

政状況下でありますが、市民生活向上のため

鋭意努力してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。

私からは、以上であります。

総務部長。○議長（馬場騎一君）

病院建設問題の○総務部長（糸井健二君）

第１点目、請負金額等の御質問についてお答

えいたします。

三沢病院防音機能復旧事業建築工事につき

ましては、特定建設工事共同企業体による共

同施工方式で実施しております。

これは、共同企業体を構成する各社が、あ

らかじめ定めた出資の割合に応じて、資金、

人員、機械等を拠出して、いわば混然一体と

なって工事を進める方式で、施工責任に関し

ても、共同企業体を構成する各社が工事全体

について責任を負うこととなります。

また、資金の運用に関しては、合同で行う

こととなっておりますが、特定建設工事共同

企業体各社の請負金額が幾らになるかは、契

約書等にも明記されておりません。

しかし、共同企業体各社の権利義務等を定

めた共同企業体協定書に、各社の出資比率が

定められておりますことから、これを参考に

破産した会社の請負金額を算出すると、請負

金額の１３％、約６億５,０００万円が請負

金額に相当すると考えております。

次に、第２点目の契約上の問題についてお

答えいたします。

工事途中において、特定建設工事共同企業

体の１社が破産等により共同企業体から脱退

した場合は、共同企業体協定書により、残り

の会社が共同連帯して建設工事を完成するこ

ととなっておりますことから、従前の契約が

そのまま継続できるものであります。

しかし、従前の工事請負契約書には、共同

企業体の名称や構成している会社全員の住所

や名称が記載されていることから、破産した

会社を除いた共同企業体の名称を変更した契

約を締結したところであります。

次に、三沢市建設業者工事施行能力審査に

ついてのお尋ねでありますが、本工事は、建

設業法に基づき、公共工事を受注したい建設

業者に義務づけられている経営事項審査制度

を入札参加要件としております。

この制度は、国土交通大臣が定める基準に

基づいて数値化し、総合的に評価したもので

あり、本工事の入札参加手続時において、参

加要件である経営事項審査における建設業者

の経営規模、財務状況、技術力等に関する事

項などについて審査を行ったところ、問題は

なかったものであります。

以上であります。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

福祉問題○健康福祉部長（米田光一郎君）

についてお答えいたします。

御質問の生活弱者に対する補助につきまし

ては、平成１９年度に、灯油購入補助といた

しまして、原油価格の高騰に伴う国の財政支
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援を受け、冬期暖房に係る経済的負担の軽減

を図ることを目的に、灯油購入費の一部を助

成することといたしたものであります。

各自治体の取り組みはさまざまであり、市

町村ごとに対象者も各様でありましたが、三

沢市では、子育て支援に配慮し、ひとり親世

帯と３歳未満児を養育している非課税世帯に

対し、１世帯当たり１万円を支給したところ

でございます。

三沢市の生活弱者に対する支援は、他市と

比較しても決して劣るものではないと認識し

ております。

特に、高齢者への配慮といたしましては、

路線バスを利用する際の負担を軽減する高齢

者いきいきパス券購入費補助事業、寝たきり

老人に対し、年末一時金として１万円を支給

する歳末在宅援護費支給事業など、県内でも

特色のある支援対策を実施しております。

御質問の今年度の灯油購入補助につきまし

ては、石油、食品などの物価の推移を中心

に、社会経済情勢及び国または県の施策の動

向を見きわめながら検討してまいりたいと考

えております。

４番。○議長（馬場騎一君）

再質問させていただ○４番（加澤 明君）

きます。

まず、病院問題ですが、先ほど出資割合が

報告されましたが、その出資割合は工事の責

任負担と考えてもよろしいでしょうか。

それと、市民の方も非常に病院問題は関心

を持っておられます。いろいろな問題があっ

た場合、やはり三沢には、独自なマックテレ

ビとか、そういう報道機関もあります。完成

までいろいろな問題が起こるかもしれません

し、なければそれにこしたことはないので

す。しかし、なければないなりに、進捗率と

か工事過程を市民の方に知らせると、問題が

起きたものを含めて。そういう取り組みを

行ってもらいたいと思いますが、その辺はど

うお考えか、お伺いします。

それから、市長様から道路問題、回答をい

ただきました。今現在、堀口・岡三沢のほう

は計画が入っているみたいですが、私が知る

限り、北園町内会とか、その辺のところまで

計画が入ってきているのか。実際、本当に住

んでいる方は、何年ということではなくて、

何十年も待っているわけです。しかも、道路

を直してくれとか、立派な道路をつくってく

れということではないのです。とにかく排水

があふれて、衛生上も大変だと。

確かに、雨水を流すもとがしっかり決めら

れなければ側溝整備されるのも難しい、これ

も本当にわかるのですが、住民の方は２０年

待っている方もおります。その２０年間、行

政の方はそこに目を向けてもらえなかったの

か。現に今こうやってあきらめている住民の

方もたくさんいるのです。

できる限り早く、流す先の問題があるので

あれば、こういう計画をして、何年後までに

は何とかやっていきたいと、そういう住民の

方に希望と夢を与えられるような返答を伺い

たいと思います。

それから、高齢者の補助問題なのですが、

確かに三沢市はいろいろなやり方で、高齢者

に各種補助をしていると思います。それは、

今までの生活基盤をもとに策定されたものだ

と私は思っております。

現在は、以前とは全く違います。高齢者の

方は本当に苦労していると思います。夏は冷

房をかけ、冬は暖房をかける、それはごく普

通の私たちの生活の中の一部です。しかし、

高齢者の方は、夏は窓をあけて、木陰でうち

わで過ごしています。冬は、ひどい方は、暖

房を切って、こたつに足を突っ込んで、中に

いて防寒着を着ています。それが実際に現状

にあるのです。

だから、ほかのところに比べてどうだこう

だではないのです。三沢市として、そういう

方々に何ができるのか、現状を見詰めてほし

いのです。すべての高齢者の方がそうだとは

言いません。でも、そういう高齢者の方もい

るのです。その辺を前向きに検討していただ

きたいと思いますが、もう一度御返答をお願

いします。
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答弁願います。○議長（馬場騎一君）

総務部長。

病院建設の問題○総務部長（糸井健二君）

でございますけれども、出資割合は工事の責

任負担と考えてよいかという御質問でござい

ますけれども、そのとおり考えていただいて

結構でございます。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

病院移○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

転新築にかかわる市民へのお知らせの再質問

にお答えいたします。

ただいま市立病院のホームページ上で折々

にお知らせしておりますが、これから本格的

に、工事のほかにいろいろなことを決定して

まいりますが、その折々に、ホームページ以

外にも、広報みさわ等を使って市民の皆様に

お知らせしていきたいと考えております。

以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

議員さん○健康福祉部長（米田光一郎君）

から、灯油代等の関連ということで、高齢者

に特に配慮してほしいということがございま

したが、高齢者以外にも生活困窮者のグルー

プがいるわけでありまして、もちろん高齢者

には配慮しながら、全体の中での優先度等も

考えて、今後、検討してみたいと思います。

以上であります。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

堀口・岡三沢地○建設部長（吉田幸男君）

区及び北園地区の計画でございますが、現

在、(仮称)堀口地区まちづくり事業といたし

まして、平成１８年度に関係町内会の役員の

方々に説明しました堀口地区道路整備計画図

をもとに、各関係課において概算事業費を算

出し、堀口地区まちづくり事業の全体事業費

及び全体整備計画等の基本的な計画を策定し

まして、補助事業の配分等を考慮しながら全

体的な工程を作成する予定となっておりま

す。

以上でございます。（発言する者あり）

ほかの地域での側溝の整備でございます

が、ほかの地域での側溝の整備ができない理

由としまして、当該地区の道路につきまして

は、私道が主でございまして、私道に市のお

金をつぎ込むということは困難でございまし

て、市道認定路線基準に合致したものについ

て、側溝整備及び舗装等を改良してまいりた

いと考えております。

以上でございます。

４番。○議長（馬場騎一君）

済みません。再々質○４番（加澤 明君）

問させていただきます。

先ほど、高齢者の問題にちょっと力が入り

ましたけれども、私の言っているのは、高齢

者のほかにも生活弱者、これも含まれており

ます。

それで、前向きに考えていただけるという

ことで、ことしもこれから寒い冬が来ると思

いますので、十分それまでは結論をいい形で

出してもらうようにお願いいたします。

それと、道路問題ですが、確かに私道に関

しては、非常に生活道路であれども整備しづ

らいということがあるのは私も承知しており

ます。その辺、もし町内会のほうで道路地権

者と話し合いがついた場合は、市のほうとし

て、側溝だけでも優先事項として受けてもら

えるのでしょうか。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

私道問題につい○建設部長（吉田幸男君）

ての再々質問についてお答えいたします。

私道を市道とするための要件は何点かござ

いますが、通り抜けできるような道路である

こと、それから幅員が６メーター以上である

こと、それから先ほどお話ししましたよう

に、流末が完備されていることというような

条件がございますが、それらの条件に合致し

た場合については、寄附採納をいただきまし

て整備してまいりたいと考えております。

以上でございます。

以上で、４番加澤明○議長（馬場騎一君）

議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

６番藤田光彦議員の登壇を願います。

はじめて質問をさせ○６番（藤田光彦君）
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ていただきます民主党の藤田光彦でございま

す。質問の前に、議長のお許しをもらいまし

て、一言申し上げたいと思います。

この定例議会の前に、昨年の議会議事録を

読ませていただきました。そして、ここにい

らっしゃる諸先輩議員の高い問題意識、執拗

な探求心、そして、鋭い御質問、また、それ

に対する市長はじめ執行部の統計や資料に基

づいた的確な御答弁に大変感銘いたしまし

た。と同時に、市制５０年、ともに歩んだこ

の議会の歴史と伝統をかいま見た思いでござ

います。

そして、この節目に当たり、議会のこの場

に立たせていただけることを、改めて市民の

皆様に感謝の意を表し、この光栄をしっかり

身に抱き締めて、市民の生活向上と議会の名

誉のために一生懸命頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

さて、それでは質問に入らせていただきま

す。

まず、財政に関してですが、昨年、政府が

立法化した四つの財政評価指標に基づき、平

成１９年度の市の財政結果はどうであった

か、説明してもらいたいと思います。

次に、その評価基準の一つである実質公債

費比率は、平成１８年度には、既に２０％を

超えまして、地方債の発行に県知事の許可を

受けなければならない状況に至っておりま

す。これにより、２０年度の予算編成におい

てはどのような影響が生じしたかどうか、伺

いたい。

そして、市は、毎年５月と１０月に開かれ

る中期的財政運営計画の中で、今後５年間の

財政見通しを行います。この５月の時点の財

政見通しでは、今後５年間の財政状況は、昨

年の第２回定例会で公表した、平成２４年に

は財政破綻に陥る可能性があると、この状況

と今回も同じでしょうか、それをお伺いした

いと思います。

次に、予算に関してですが、いわゆる箱物

行政は、政治的にも財政的にも限界に達して

おり、抑制が必要だと思っております。これ

からは、ミニマムインフラ、つまり最低限の

生活設備に再度視点を向け、その重要性を認

識していかなければならないと思っておりま

す。

そこで、質問ですが、カラス対策及び市内

の景観向上のために、市内の全ごみ収集場に

ごみ箱を設置するため、町内会に資金援助は

しているでしょうか。

また、雨水のあふれがひどい側溝はたくさ

んあると思いますが、それを業者を使って何

とか清掃はできないものかどうか。

そして、ペンキがはげていたり、傷みのひ

どい道路のガードレールは、交通安全や景観

のために早急な修理が必要だと思いますが、

どのように考えておりますでしょうか。

そして、この３点のような市民生活の根本

的部分をなす問題に素早く対処できる体制を

つくってもらいたいと思いますが、どのよう

にお考えでしょうか。

最後に、まちづくりに関してですが、市の

図書館の前に新しい案内看板が立てられまし

たが、英語が前面に出ていて、しかも、色遣

いやデザインにセンスがあり、大変うれしく

思いました。国際交流都市を掲げる市であり

ますから、あのような英語表記の看板を積極

的に市内に配置してもらいたいと思います

が、どのような計画がございますでしょう

か。

また、当市では、ジャパンデー、アメリカ

ンデー、三沢夏祭りの中日に行われる国際ま

つり、また航空祭と、まさに国際交流都市に

ふさわしいイベントが毎年盛況に行われてお

ります。

しかしながら、ジャパンデーは基地内で開

かれるため、基地内の一イベントとしか受け

とめられていないと、そういうふうに感じて

おりますが、これをアメリカンデーのように

市内で開催できることになれば、このイベン

トは市の国際交流イベントとして、もっと多

くの市民が参加でき、もっと広く認知され、

市の国際交流都市としてのイメージに一層弾

みがつくと思いますが、そのような方向に推
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し進めるような考えがないか、お聞きしたい

と思います。

以上で、質問を終わります。

ただいまの６番藤田○議長（馬場騎一君）

光彦議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

藤田議員さんのまち○市長（種市一正君）

づくりについての御質問のうち、英語表記の

看板設置計画については私から、そのほかに

ついては関係部長等からお答えさせますの

で、御了承願いたいと思います。

それではまず、まちづくりについての１点

目、英語表記看板にかかわる今後の整備計画

についてお答えをいたします。

当市では、多くの外国人が移住しているこ

と、また、国の構造改革特区により、小学校

から英語教育を推進しているという特徴を生

かして、さらなる国際化や、あるいは市街地

の活性化を図ることを目的として、市内各団

体から成る英語特区まちづくり推進協議会を

昨年設立し、英語を生かした市民との協働に

よるまちづくりを進めているところでありま

す。

この英語特区まちづくりについては、各団

体が可能な取り組みをそれぞれの立場で主体

的に行いながら、官民一体となって推進して

いくことを基本としているわけであります

が、御質問の英語表記看板につきましては、

平成１９年度、英語特区まちづくり事業にお

ける市の取り組みとして、市役所及び公会堂

の建物の入り口に説明の英語を表記したほ

か、市内小中学校や市街地の公共施設、公園

など、計３０カ所に、英語を主として日本語

を併記した説明の看板を新たに設置したもの

であります。

本年度の計画といたしましては、市街地の

主要道路に、外国人にもわかりやすい愛称を

つけ、日本語と英語でその通り名を表記した

看板を設置するほか、現在、整備を進めてお

ります(仮称)アメリカ村地区内や市民の森に

も、英語を併記した案内板を設置する予定に

いたしておりますが、看板等の作製あるいは

設置に当たっては、デザインや字体等工夫を

凝らすことなどによりまして、市民や当市を

訪れる方々が英語に親しみを持ち、楽しみな

がら散策できるような、国際文化都市にふさ

わしい町並みの創出を図ってまいりたいと考

えているところであります。

私からは、以上であります。

政策推進部長。○議長（馬場騎一君）

まちづくり○政策推進部長（澤口正義君）

についての２点目にお答え申し上げます。

ジャパンデーは、民間の国際交流団体であ

る三沢国際クラブが主催者となり、米軍三沢

基地に赴任した米軍関係者及びその家族の

方々に対し、日本文化を広く紹介し、市民と

のきずなをより一層深めることを目的として

行われている、民間主体による国際交流事業

であります。

昭和６３年以来、ことし４月で２１回の開

催を数えたジャパンデーは、１人でも多くの

基地内の外国人の方に来場していただきたい

との思いから、例年、基地内のハイスクール

で開催されております。会場となる各教室で

は、書道、盆栽、陶芸、墨絵、生け花、着物

の着つけ、よろい・かぶとなどの文化展示、

体育館では、神楽、和太鼓などの舞踊、音楽

に加えまして、剣道、柔道、空手などのス

ポーツ展示、また、食堂では、焼きそばやす

しの実演販売など、さまざまな日本文化が紹

介され、多くの外国人の方に大変喜ばれてお

ります。

また、このジャパンデーにつきましては、

毎年、市内外の数多くの文化・スポーツ団体

やサークルから６００人を超える日本人ボラ

ンティアが参加し、開催されているところで

あります。

このように、民間主体で行われているジャ

パンデーを基地外で開催する可能性がないか

との御質問でございますが、主催者でござい

ます三沢国際クラブによりますと、このイベ

ントは、外国人の方が基地内にいながらにし

て日本文化を堪能できるということに意義が
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あり、今後もこれまでどおり基地内で開催し

たいとのことであります。

市といたしましては、ジャパンデー開催の

経緯等を踏まえますと、主催者である三沢国

際クラブの意向を最大限尊重すべきであると

考えているところであり、今後とも主催者側

の意向を酌みながら、より一層日米の友好交

流が図られるように支援に取り組んでまいり

たいと考えております。

私からは、以上でございます。

企画財政部長。○議長（馬場騎一君）

財政につい○企画財政部長（中村純孝君）

ての御質問にお答え申し上げます。

はじめに、平成１９年度の当市の財政状況

についてお答えいたします。

議員さん御承知のとおり、地方の自己規律

による早期の財政健全化を促すため、昨年制

定された地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律に基づく四つの指標に係る早期健全化

基準等が、昨年１２月に政令により定められ

たところであります。

この四つの指標については、平成１９年度

決算に基づき数値を算定し、公表することと

なっておりますが、去る５月３１日に出納閉

鎖したばかりであり、平成１９年度決算が確

定しておりませんので、現時点では具体的な

数値は算定できないところであります。

なお、今後のスケジュールといたしまして

は、地方財政状況調査での算定や、財政健全

化法第３条の規定に基づく監査委員の審査等

を経て、本年９月に議会に報告することと

なっておりますので、その定められたルール

に従い、事務を進めてまいりたいと考えてお

りますので、御了承いただきたいと存じま

す。

次に、２点目の実質公債費比率上昇による

平成２０年度予算編成における影響について

お答えいたします。

地方債の借り入れに当たりましては、実質

公債費比率が１８％を超えた場合、協議団体

から許可団体となり、県知事の許可が必要と

なりますが、制度上、許可団体は予算編成の

前に許可をもらうのではなく、予算編成後に

許可申請することになっております。

また、実質公債費比率による起債の許可制

限については、２５％を超えた場合、一部の

地方債の借り入れが制限されることとなって

おりますが、当市の平成１８年度の指標が２

０.３％であることから、借り入れの制限を

受けることなく、今後、許可申請の手続を行

うことにより、当初の計画どおり事業の実施

が可能でありますので、予算編成には特に影

響がなかったところであります。

今後におきましても、事業の見直しや補助

金の活用などにより、起債の新規借り入れを

抑制するとともに、一般会計から特別会計等

への繰出金の縮減を図りながら、実質公債費

比率の悪化を招かないよう取り組んでまいり

たいと考えております。

次に、３点目の今後５年間の財政状況につ

いてお答えいたします。

議員さん御承知のとおり、国による三位一

体の改革により、地方交付税の大幅な削減が

進められたことから、国への依存財源が強

く、自主財源に乏しい自治体では、財政が逼

迫することとなったところであります。

このような厳しい財政環境の中、当市とい

たしましては、計画的な財政運営を図るた

め、毎年度５月と１０月に財政運営計画を策

定しておりますが、昨年５月に策定した財政

運営計画の中では、三位一体の改革以後にお

いても、さらなる地方交付税の削減が見込ま

れていたことから、平成１９年三沢市議会第

２回定例会において、普通会計の収支は、基

金の取り崩しや計画されている行財政改革等

を実施しても、最悪の場合、平成２４年度に

は赤字になる見込みであることを御答弁申し

上げたところであります。

本年５月の財政運営計画の策定に当たりま

しては、歳入面では、国の予算の動向に基づ

き、地方交付税の増額等を図ることとしたと

ころであります。

また、歳出面では、建設事業において、全

体的に事業計画の見直しを行うとともに、引
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き続き行財政改革を着実に実施することとし

ていることから、普通会計の収支は、昨年の

財政運営計画で赤字が見込まれた平成２４年

度及び５年後の平成２５年度は赤字とならな

い見込みであります。

しかしながら、今後の財政運営において生

ずる財政不足は、基金の取り崩しでの対応が

見込まれ、積立残高の減少傾向が進むことか

ら、さらなる行財政改革や財政改革プランの

推進により、効率的で効果的な財政運営を確

立するとともに、国による地方交付税制度等

の改革の動向を注視しながら、当市の歳入に

見合った健全な財政運営を図ってまいりたい

と考えております。

以上であります。

民生部長。○議長（馬場騎一君）

予算についての○民生部長（宮崎倫子君）

１点目、ごみ集積容器への資金援助について

お答えいたします。

ごみ集積場所につきましては、各町内会か

らの要望を受け、市が市内１,２８７カ所

に、ごみ収集日程などを表示したポールを設

置し、町内会が管理をしております。

ごみ集積容器に対する助成につきまして

は、ごみの飛散防止を図り、市民の良好な生

活環境を確保するため、町内会が設置する集

積容器に要する経費について、平成２年度か

ら毎年、ごみ集積容器設置助成金交付要綱を

定め、各町内会長からの申請により、１基に

つき２分の１以内の額で、１万５,０００円

を上限とし、１町内会当たり、単年度に３基

まで助成しております。

この助成金を利用して設置された集積容器

は、１,２８７カ所の集積場所の５４.７％に

当たる７０４カ所となっており、立地条件な

どで集積容器が設置できない集積場所につい

ては、市がごみネットを貸し出ししておりま

す。

平成２０年度においても、ごみ集積容器設

置助成金を予算措置し、既に６町内会、１２

基分を助成することとしており、今後におき

ましても引き続き助成をしてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問○建設部長（吉田幸男君）

の側溝の清掃についてお答えします。

先日、５月２６日の集中豪雨による道路の

冠水は、１０分間当たりの雨量が２２ミリと

いう記録的な豪雨によるものでありました。

また、側溝に泥やごみなどがたまり、側溝

の断面が小さくなっていたことも一因と考え

られます。

これらの要因のうち、側溝にたまっている

泥やごみの撤去についてでありますが、三沢

市の市道は、総延長で約３４２キロメートル

ございます。この道路に附帯する側溝すべて

を市が清掃委託することは財政的に困難であ

ることから、市では、側溝の清掃などは、連

合町内会が中心となり行われている春と秋の

クリーン作戦の際に、各町内会に御協力いた

だいているところでございます。

また、市といたしましても、先日の冠水箇

所の原因調査を行い、側溝清掃が早急に必要

な箇所については、清掃作業を実施してまい

りたいと考えております。

次に、ガードレールの補修についてお答え

します。

既設のガードパイプは、御指摘のとおり傷

みがひどく、破損しているのが多数ございま

す。

市では、一昨年より補修を行っており、三

沢市中央保育所からケーズ電機交差点までの

区間において、段階的に補修を行っていると

ころでございます。今後も引き続き補修を

行ってまいりたいと考えております。

また、素早く対処できる体制づくりでござ

いますが、土木課では、市民からの情報は市

民相談カードとして記録しており、道路維持

作業員が相談内容等をもとに、毎日、補修等

作業を行っているところでございます。

ただ、多額の予算が必要とするものにつき

ましては、予算確保あるいは契約後となるた

め、すぐには対応できない事情を御理解いた
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だきたいと思います。

以上でございます。

６番。○議長（馬場騎一君）

予算について再質問○６番（藤田光彦君）

いたさせていただきます。

今、町内会は、昔と違いまして大変体力が

疲労しております。町内会に入る人数も少な

くなっておりますし、そのために資産的にも

余裕がないと。また、町内会に入っている方

でも、そういう活動に参加してくれる人もな

かなかいないという状況になっております。

また、欧米では、社会契約の論理がしっか

りしておりまして、市民は税金を払うと、し

かし市は、側溝とかごみの問題とか、そうい

うのは市が全面的に責任を持つ、こういう社

会契約の論理がしっかりしていますので、や

はり我々としても、高度に発達した民主主義

の日本でありますので、そこまで社会的な論

理の意識を高めていくためにも、やはり市が

できるだけこういう公共的な環境整備にもっ

ともっと予算を使ってほしいと思っておりま

すが、もう１回、この点に関してもうちょっ

と……。

例えば、私が言っているのは、全側溝３４

２キロ、これを一挙にやるということを申し

ているわけではなくて、例えば毎年、雨水の

あふれがひどい箇所を毎年１０カ所ぐらい選

んで、そこを集中的にやると、それを毎年や

る、そういうことをできないかということを

申しております。ですから、そういうことを

もう１回考えて答弁をお願いしたいと思いま

す。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

側溝清掃の再質○建設部長（吉田幸男君）

問についてお答えいたします。

側溝清掃をすべからく１回やりますと、試

算でございますが、１メートル当たり１,３

８５円かかりまして、市内の側溝全部をやり

ますと、１回当たり７億６,１７５万円かか

る見込みでございます。

御指摘のように冠水のひどい箇所につきま

しては、先ほども申しましたとおり、調査の

上実施してまいりたいと考えております。

以上でございます。

以上で、６番藤田光○議長（馬場騎一君）

彦議員の質問を終わります。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了いたしました。

なお、明日から１８日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１９日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。御苦労

さまでした。

午前１０時５０分 散会


